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１．はじめに

自由拡充 （free enrichment） とは，発話の表意 （explicature）・真理条件的
内容に言語的な契機無しに語用論的推論が関わるという現象で，その有無が

議論されてきた （Stanley and Szabó 2000，レカナティ 2004 /2006等）．発話
の表意と意味論と語用論の関係について，西山・峯島 （2006; Nishiyama and 
Mineshima 2007, 2010; 今井・西山 2012; 峯島 2013a） が主張する名詞句の自
由拡充の意味論的制約は，本稿を含むそのような現象の存在を認める立場に

とって重要である．言語的制約から自由なはずの語用論的プロセスである自

由拡充が，意味論的に規定される叙述名詞句には適用されないとされるから

であり，仮にこの制約が妥当であれば，関連性理論の重要な主張である言語
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的 （意味） 決定不十分性のテーゼ「言語的にコード化された文の意味は，発
話の表出命題を十分に決定するものではない」 （今井・西山 2012 : 284） に重
要な注釈が必要であることになる．本稿は西山・峯島の所論を2つの角度か
ら批判的に検討する．まず他の名詞句にも自由拡充されないものがあるとい

う経験的事実を指摘する．そして，その説が想定する自由拡充のプロセスに

は概念的な困難があることを論じる．困難の背後には，フレーゲに代表され

る伝統的言語観があり，別の言語観に拠って立つ指示参照ファイル理論で同

じ現象を分析すると，その困難がないことを理論・言語観とともに示す．

２．問題の現象と西山峯島説：「叙述名詞句は自由拡充できない」

現象を理論中立的に紹介する．あなたと友人が名古屋から大阪までバスで

行こうとしているとしよう．バスが 1台来るのを見た友人が指差して言う．

 （1）やっとバスが来た．1

「バス」とは大阪行きのバスのつもりだろう．大阪行きではなく，東京行き

であることにあなたが気付いたら，そのバスを指してこう言えるだろうか．

 （2）#いや，あれはバスではない．（峯島 2013a : 527の例を改変）

今度は （1） と対照的に，大阪行きのバスのつもりで単に「バス」と言ってし
まうと，この発話は偽になる．もし「バス」を大阪行きのバスと解釈できれ

ば，真となって関連性をもたらすはずだから，そう解釈することに充分な語

用論的動機があるのに，この発話が偽となる解釈しかできないことは興味

深い．

西山・峯島はこのような現象を指摘し，叙述名詞句 （predicate nominal） の
解釈においては自由拡充ができないと主張する．叙述名詞句とは，文中の他

の名詞句 （省略されることもある） の指示対象に帰される属性を表す名詞句
で，（2） のような措定文 （西山 2013） の述語名詞句がその典型である．（2）
の「バス」は，バスだという属性を「あれ」の指示対象に帰すとされる．自

由拡充は，論理形式から表意を得るための語用論的プロセスとして，標準的

な関連性理論 （カーストン 2002 /2008等） が想定するものの 1つである．論
理形式とは，文の言語的意味の表示であり，「文を構成する単語が表す概念

3 3

からなる意味表示 （すなわち，概念表示
3 3 3 3

）」で，「語彙的・構造的な曖昧性を

もたないもの」 （峯島 2013a : 515，傍点原文，以下同様） と規定される．表意
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とは，話し手が発話によって明示的に伝達しようとした内容である．「明示

的に」という特徴から推意は含まず，「伝達しようとした」という特徴か

ら，話し手が意図したものに限られ，聞き手が話し手の意図から独立に連想

したことは含まない．

表意を得るための自由拡充以外の語用論的プロセス （曖昧性除去・飽和・
アドホック概念構築） は，言語的に制約されると考えられてきた（西山・峯
島 2006他）．飽和と曖昧性除去は，言語表現ごとにそれをしなければなら
ないか否かが決まっている．また，曖昧性除去とアドホック概念構築は，ど

のような解釈になるかが言語に制約される．前者においては選択肢となる意

味を言語が用意している．後者はコード化された概念を元にして行われる．

一方，自由拡充には，拡充内容や拡充するか否かについて言語的制約はない．

自由拡充の名の下に様々な現象が議論されてきた （レカナティ 2004 /2006
等参照）．言明されていない構成素 （unarticulated constituent，例 I’ve eaten 
breakfast ［this morning］．以下では自由拡充されているとみなされる内容を
［ ］ で表す） が関わるものと，言語化されている要素の字義通りの意味を超
えた解釈に関わるものに大別される．本稿で扱うのは後者だが，その扱いも

様々である．西山・峯島のように，その一部をアドホック概念構築 （概念の
調節modulation） として自由拡充から分離する立場だけでなく，一括して概
念の調節として扱う立場 （レカナティ 2004 /2006） や，アドホック概念構築
を自由拡充に含める立場 （Cruz 2022） もある．両者を分ける論者の間でも，
個々の例をどちらにするかで意見が分かれることもあり （西山・峯島 2006 : 
1.4），自由拡充とされてきたものが飽和とされることさえある （Cruz 2022 : 
131 （iv））．
このように混沌とした事態を整理することは小論の手に余る．本稿の議論

は他の自由拡充にもある程度関連するものの，筆者の知る限り自由拡充を最

も明確に規定している西山・峯島がそれと認める範囲の現象だけを扱うこと

にする．自由拡充とは違ってアドホック概念構築は，「可能な解釈の範囲は

もとの語彙概念にかかわる言語的・百科事典的な知識によって制約され，あ

くまで一般性をもつ概念
3 3 3 3 3 3 3 3

の範囲内で適切な解釈が選択され」 （峯島 2013a : 
517），構築されたアドホック概念は，渋谷や村上春樹のような「特定の対象
への言及を含まない一般的な概念

3 3 3 3 3 3

でなければならない」 （p. 517） という点が
自由拡充された概念と異なるとされる．特定の対象の概念と一般的概念が果

たして認知的に明確に区別されているかという疑問は残るが，彼らの自由拡

充とアドホック概念構築の区分を尊重して以下の議論を進める．

峯島 （2013a） は，「自由拡充とは，文の論理形式に新たな概念を付け加え
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るという操作に他ならない」 （p. 515） と特徴付けている．その際，話し手の
意図が考慮され，充分な関連性を持つ命題が得られるまで概念が付け足され

る （p. 516）．名詞句の自由拡充については，筆者には後述の異論があるた
め，それ以外で峯島が自由拡充の典型例とする例 （p. 553） を挙げる．

 （3）Mary took out her key and opened the door ［WITH THE KEY］．

［ ］ 内に表されたことはコード化されていないし，この文のいずれかの語の
意味に基づくとは言い難いにも関わらず，通常語用論的に読み込まれてこの

発話の表意の一部として解釈される （カーストン 2002 /2008 : 第 2章等）．確
かに，［ ］ の内容を補わない解釈も可能である．しかし，それを補って解釈
した方が発話の関連性が高まるため，聞き手は補って解釈する．西山・峯島

によれば，（1） の「バス」にも自由拡充が適用され，［大阪行きの］ バスと解
釈される．一方，同様のことは （2） の「バス」には不可能である．
（1） と （2） の「バス」には自由拡充の適用可能性に違いがあることを，西
山・峯島は名詞句の意味機能という，西山らの展開する「N-意味理論」が
提唱するレベルの違いで捉えようとし，次の意味論的制約が存在すると主張

する．

 （4）a. 自由拡充は叙述名詞句 ［例 （2） 「バス」］ の解釈において阻止される．
　　 b.  叙述名詞句以外の名詞句（指示的名詞句［例 （1） 「バス」］ や変項

名詞句 ［次節参照］） を解釈する際，自由拡充は適用可能である．
（西山 2013 : 468）

この制約を前提として，峯島 （2013a） は上の違いを説明するために，「概念
の意味機能」というレベルをアドホックに案出して名詞句の意味機能を基礎

付けようとしている．しかし，ここでその説明を検討する必要はなかろう．

（4） の一般化が言語事実に反する，つまり説明の前提が誤っているからである．

３．西山峯島説の批判的検討：経験的問題と概念的問題

3.1 自由拡充できない他の名詞句と自由拡充できる叙述名詞句

自由拡充できない名詞句は果たして叙述名詞句だけかをまず検討しなけれ

ばならない．彼らの挙げる自由拡充できない叙述名詞句は全て文の述語でも

あるが，叙述名詞句以外の述語名詞句もある．N-意味理論よると，倒置指
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定文の述語名詞句（（5）aの「太郎」）は指示性のある値名詞句で，一方，
指定文の述語名詞句（（5）bの「犯人」）は指定文構造の命題関数（open 
proposition，この例では［xが花子を殺した］）を表すとされる変項名詞句で
ある．2

 （5）a. 犯人は太郎だ．b. 太郎が犯人だ．

叙述名詞句ではないこれらのタイプの述語が果たして自由拡充できるかを確

認するため，次例を検討する．あなたと友人が名古屋で大阪行きのバスを

待っているとしよう．友人は，バスを待ちながら時計で3分測った．その間
に東京行きのバスと大阪行きのバスだけが来た．友人がこう言った．

 （6）3分以内に来たのはバスだけではなかった．

述語名詞句に「だけ」があるため措定文と解釈できず，倒置指定文だから

（西山 2007 : 12），述語名詞句は値名詞句のはずだ．この発話も，「バス」を
［大阪行きの］バスと自由拡充すれば真と解釈できるのに，偽と判断され

る．叙述名詞句以外にも自由拡充できない述語名詞句があることがわかっ

た．

では，指定文の述語名詞句になる変項名詞句は自由拡充できるだろうか．

 （7） （（6） と同様の状況：2台のバスがやってきて，あなたと太郎が別の
バスを指してどちらも「バスが来た」と言った．花子は太郎のは大阪

行き，あなたのは東京行きだと気付いた．） 花子：太郎のだけがバスだ．

この発話も，［大阪行きの］バスと自由拡充できれば真となるが偽と判断さ

れる．自由拡充できない変項名詞句があるとわかった．ただし，全ての述語

名詞句が自由拡充できないわけではない．N-意味理論では指示的とされる
次例の述語名詞句は［村上春樹がこれまでに書いた］と自由拡充可能とされ

るだろう．

 （8） （村上春樹の話をしていて）花子がもう読んだのは ［村上春樹がこ
れまでに書いた］ 全ての小説であって ［村上春樹がこれまでに書い
た］ 全てのエッセイではない．
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述語名詞句か否かや叙述名詞句か否かでは自由拡充の可否を規定できない

のである．従って，（4） bは不適切な一般化であると考えられる．
可否の説明として，最も有力と思われるのは，文の焦点 （命題のなかで話

し手が聞き手に知らせたい部分や対照的部分，またはそれらに対応する表

現） は一般に省略できない，という機能的統語論で従来から言われている制
約に基づくものだ（（6） に対する西川賢哉氏のコメント）．（2） （6） （7） の
「バス」に ［大阪行きの］ を補って解釈できないのは，そこが文の焦点だから
だと説明される．一方，焦点ではない「バス」を省略して「～は大阪行き

（の） だ」と言うことは問題ない．
次のことは，自由拡充で補えない部分が焦点であることを示唆する．（2）
や （7） の文末に「大阪行きの」という表現を補うと不自然になる．

（2）′ ??いや，あれはバスではない，大阪行きの．
（7）′ ??太郎のだけがバスだ，大阪行きの．

日本語では焦点は基本的に後置できない （久野 1978 : 1.6） と言われている．
後置できなかったら必ず焦点であるとまでは言われていないものの，上の例

の不自然さは後置要素が焦点だからと考えられる．自由拡充の可能な （8） で
は，「小説」「エッセイ」が焦点で，補われる ［村上春樹がこれまでに書い
た］ は焦点ではない．また，峯島 （2013a : 536）がHall （2008） への再反論で
提示した次の例も，［ ］の内容は焦点ではないという同じ理由で自由拡充で
きる．

 （9） （Question under Discussion〈昨日の村の会合に誰が参加したのか〉
に対して）昨日の会合には［この村に住む］画家が全員参加した．

Hall （2008 : 432） の語用論的制約「発話のコンテクストにおいて問われてい
3 3 3 3 3

る
3

情報は，自由拡充によって表意に組み込むことができない」 （峯島 2013a
による訳） は，細部はともかく方向性は正しかろう．焦点の情報は，（10） B
のように述語以外の部分でも自由拡充できず，焦点説が正しいとすれば，西

山峯島説はこれと同様のことを叙述名詞句について取り上げただけであった．

（10）A : この部屋にいる学生とあの部屋にいる学生，どちらが優秀？
　　 B : # ［この部屋にいる］ 学生が優秀だ．
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焦点説は，叙述名詞句さえも焦点でなければ自由拡充可能だと予測する．

（11）（B博士がナイル川流域だけで見られる奇病を発見．病棟にて）
　　 A : 皆，異常な顔色ですね．全員ナイル病ですか．こんな赤ん坊まで…
　　 B :  あ，この子だけは{［その］病気／［ナイル病の］患者}ではな

いです．

 （注意：「この子」が他の病気の患者の場合，［ ］ の内容が補われなければ
偽．）

たとえ （11） を反例として認めなくとも，西山峯島説を維持しようとするな
ら，叙述名詞句以外で拡充不可能な場合にアドホックな説明が必要になる．

広く用いられる概念に基づき，焦点は省略・復元できないという既知の事実

を適用した焦点説とは対照的だ．西山峯島説はオッカムの剃刀に抗い難い．

3.2 自由拡充と拡充内容の特定はどちらが先か？　何が付け加わるのか？

次に，西山峯島説の概念的問題を検討する．次例 （峯島 2013a : 538） を検
討しよう．

（12） （太郎は一匹の猫を飼っているが，その猫が最近姿を見せないことに
気づいて，花子に［（12）］aのように言う．ここで花子は，太郎の発
話を［（12）］bのように拡充して理解する．）

　　a. 猫がどこかへ行ってしまった．
　　b. 《［太郎が飼っている］猫がどこかへ行ってしまった》

このような名詞句の自由拡充は，名詞句にコード化された情報だけからは指

示対象を決定できないという決定不十分性に由来するようだ．この点におい

ては，「ここで太郎が選択した表現は，太郎が意図した指示対象を一意的に

特徴付けるような概念を表す完全な
3 3 3

表現である必要はない」（p. 539）とい
うことに異論はない．筆者の意見が相違するのは，名詞句にコード化された

情報だけでは指示 3が決定不十分なときに，決定十分な概念が常に表意とし

て伝達されるか否かにおいてである．西山・峯島の答えは明確に肯定的だ

ろう．

聞き手である花子は，指示表現「猫」を処理するさい，それがコード化
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が
ママ

している概念を読み取るだけでなく，太郎の指示意図を特定するのに

十分な情報を提供するような概念を補う必要がある．つまり，花子はコ

ンテクストを参照して，太郎が「猫」という表現で意図しているのは太

郎が飼っている猫のことなのだと理解し，［太郎が飼っている］ という
要素を ［（12）］ bのように補う必要がある．（pp. 539-540）

そのような場合に行われる概念の付け足しが彼らの考える自由拡充である．

以上の現象の把握は，様々な点で問題があると筆者は考える．意見の対立

の根は深く，名詞句の解釈として想定するプロセスが彼らと筆者では異なる

ことに由来する．このプロセスの違いは言語観の違いに起因するものの （6
節），彼らの枠組みの中でさえ名詞句の自由拡充のプロセスには問題がある．

それを明確にするために，彼らが提示している発話解釈がコード解読から

出発する以下のモデル （峯島 2013a : 542, 543） をまずは検討しよう．図 1の
一番上からわかるように，彼らは名詞句解釈の出発点に言語的解読を据え

る．そのため，決定不十分性から，例えば （12） について「こうした自由拡
充はどのようにして生じるのだろうか」 （p. 538） という問いを立てることに
なる．しかし，発話解釈がコード解読から出発して，（13）のような流れ作
業方式で行われることは既に標準的関連性理論において否定されている．

（13） ×言語表現― ［コード解読］ →論理形式― ［飽和・アドホック概念構
築・自由拡充］ →表意― ［コンテクスト的想定と表意を組み合わせた
推論］ →推意 （された結論）

むしろ，表意・コンテクスト的想定・推意が全体として最適な関連性の期待

を満たすように相互調整され （Wilson and Sperber 2004 : 4節），発話解釈プ
ロセスにおいては，図 1・2で一列に並べられているものも相互調整のなか
で並行的に行われると考えられている．この点で，彼らのモデルは整合的で

はない．

図 1・2のような流れ作業的モデルを何らかの方便として仮定しても，次
の問題がある．図 2の （4） 自由拡充の後に （5） 指示対象の付与が来るという
順序で発話解釈が例外なく行われているとは考え難い．その順序だと常に，

意図された指示対象 4がどれか・どのようなものかが決まっていないのに，

概念をどう拡充するか，つまり何を付け足すかを決めていることになる．確

かに，関連性の原理に従って付け足す概念を探索し，それを加えて確定的な

概念を得た後に，初めてそれに基づいて指示対象を付与する，というプロセ
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スは，原理的に不可能なわけではない．しかし，意図された指示対象を聞き

手が話し手の指差しから特定したような場合でも，自由拡充によって何らか

の概念を付け足す必要が常にあるとは考えられない．5「自由拡充は，〈話し

手がその表現を用いてどのような対象について話をしているのか〉という話

し手の指示意図を特定するさいに生じる語用論的な操作として捉え直すべき

である」 （峯島 2013a : 550） と主張されている．しかし，指示対象に対応す
る心的表象が既に聞き手の心にある名詞句については，心的表象が特定され

れば，それ以上そのような操作をしなくとも，真理条件が変わったりコミュ

ニケーションが失敗するような不都合は生じないことが多い．

図１　概念決定プロセスの流れ

図２　指示対象決定プロセスの流れ
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図 2の図式全体に問題があることが示唆されたが，仮に，図2の（4）自
由拡充が必要だとしよう．例えば，（12） aの解釈において特定の概念を ［ ］
に補って拡充する必要がある，と仮定しよう．花子はその猫について太郎が

飼っていること以外にも，ドラという猫の父だとか，いつも玄関で寝ている

とか多くを知っている場合，何が ［ ］ に付け足されるのか決め難い．6重要な

ことに，当該の猫を確定する記述になれば何でもよいわけではない．表意構

築プロセスの 1つである自由拡充によって補われた ［ ］ の内容は，話し手の
意図した意味に含まれる表意の一部だから，話し手が伝えようと意図したも

のである必要がある．西山・峯島もそう考えていることは明らかである （峯
島 2013a : 538参照）．しかし，そのようなものとしての ［ ］ の内容は常に決
定できるわけではない．

しかも，多くの場合に，［ ］ の内容は表意の一部とは考え難い．例えば，
話し手は，その猫を特定できる知識として，その猫はミケが母であるという

ことしか知らず，聞き手は，その猫はタマが父であるということしか知らな

かった場合，話し手が意図した特定の ［ ］ の内容が仮にあったとしても，聞
き手が補った特定の ［ ］ の内容 （仮にそれがあったとしても） と一致するこ
とはないが，それが原因でコミュニケーションが破綻することは普通ない

し，言ったことが伝わらなかったともみなされないだろう．無論，言語コ

ミュニケーションが通常支障なく行われていることは，彼らのモデルが妥当

であることの証拠にならない．

以上から，西山・峯島のモデル―常に［ ］の付加→指示対象の付与の順
序で，しかも，［ ］ の内容は話し手が意図したもので表意になければならな
い―が維持できないことは明らかである．自由拡充は行われないこともある

が，行われるならこのモデルが常に成り立つと主張されていることに注意し

よう．「自由拡充とは，話し手の指示意図を特定する過程において，そこで

用いられた概念（対象志向的な概念）をより限定するという操作として理解

することができる」 （p. 542） という考えを名詞句全般に一般化することはで
きない．7現象を適切に理解するために，図式を白紙に戻して検討する必要が

ある．

４．名詞句の自由拡充を再考する

4.1 指示参照ファイル理論とは

名詞句の自由拡充とされる現象について，筆者は以下で導入する指示参照

ファイル理論 （Reference File Theory, 以下RFT. 山泉 2020a, b, 2022等） に基
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づいて全く異なる分析をする．

RFTは，指示参照ファイル （RF） という心的表象の概念 （ジャッケンドフ 
2012 /2019） を精緻化して，主に名詞句の意味と （語用論的） 指示を認知的視
座から扱う理論である．語用論的指示は，指示対象 （例 花子） と名詞句 （「花
子」） が言語使用者のワーキングメモリで心的表象 （RF） によって仲介され
て起こる．RFTは，ジャッケンドフ （2002 /2006） の認知的視座を徹底し，
「「世界」を心の中に押しこめる」 （10.4） という形而上学的立場をとる．つま
り，人間は認知によって構造化された結果としての世界 （概念世界） に生き
ていて，指示される対象は客観的実在世界にではなく，概念世界にあるとす

る内在主義的立場をとる．概念世界の 1つの対象にRF1つが相当する．
RFTのもう 1つの源流は，関連性理論 （スペルベル・ウィルソン1995 /  

1999等） に基づいた言語進化論 （スコット＝フィリップス 2015 /2021） であ
る．これによると，自然言語は，サルの鳴き声のようなコードモデル・コ

ミュニケーションに用いられる自然コードが複雑化してできたものではな

く，意図明示・推論伝達 （Ostensive-Inferential Communication，以下OIC）
を強化することを機能として発生・進化した．他者の心を読む能力は，群れ

での暮らしにおいて，OICができるようになる前から適応的だったため，読
心能力がコミュニケーションと無関係にある程度以上進化して，非言語OIC
が発生した．OIC一般において発信者は，意図の証拠を提示し，受信者は発
信者の意図を推測する．非言語的OICをより汎用的・効率的・正確にするこ
とを機能として言語は進化したため，認知・機能言語学でよく主張されるよ

うにOICに最適化されているはずだ．その一部である名詞句の意味もOICに
最適化されているとRFTでは考える．つまり，名詞句 1 つにRF1つ （又は
その一部） が対応し，名詞句の話し手の意味とは話し手が推測した聞き手の
心におけるRF （又はその一部） だと主張する．話し手は聞き手の心的状態を
常に推測して話すからである．話し手の心にあるそのようなRFを聞き手は
推測して，自らの心でRFを構築・操作する．こうしてOICが行われると考
えられる．尚，RFは対象を認識・追跡する際など，言語を使わないときに
も使われる．

RFは概念構造に位置付けられる．概念構造は，ジャッケンドフ
（2002 /2006） の古典的計算主義的な認知のアーキテクチャにおいて，言語そ
のもの （音韻構造・統語構造とそれらを両端または一端とするインタフェー
ス，Culicover and Jackendoff 2005 : 20） の一部ではなく，進化的にもそれら
に先行する．言語形式は概念構造への制約をコード化する．このコードの研

究が意味論であれば，RFTは意味論ではなく，制約される側の概念構造自
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体を扱う．

RFTはRFのデータ構造として，4つの素性 （内容特徴・ID・対象の存在
論的範疇・RFが誰の心のどの世界のどの様相にあると想定されるかを記述
する「位置付け」） を措定し，これらによって，世界の対象の概念化と，名
詞句の意味の多様性を捉えようとする．以下の議論で関係する前二者にだけ

触れておく．内容特徴とは，RFの対応する対象についての個別的な知識の
うち，ワーキングメモリにおいて活性化しているものである （例 〈aが猫
だ〉）．内容特徴が変わっても，下述の IDの値が同じならば同じ対象とみな
される．

RFは長期記憶にあるのではなく，ワーキングメモリにその都度作られ
る．対応する対象についての知識が全部RFに入っているわけではなく，そ
の場で活性化しているものだけが含まれる．以前作られて消えたRFと今
ワーキングメモリにあるRFが同一の対象に対応することは，IDが保証す
る．IDには4種類あり，本稿では，i.同定されている対象に対応するRFが
持つ定項 （a, b, …） と，ii.同定されないまま概念化された対象のRFが持つ自
由変項 （x, y, …） が主に登場する．例えば，ジグソーパズルのピース 2つを
探しているとき，それらに対応する2つのRFには，それぞれの内容特徴
（形や予想される柄） とともに，自由変項の ID x，yがそれぞれ入る．
コミュニケーションの成功には，（i） どの IDの （ii） どんな （内容特徴の）

RFを名詞句に対応させるかが重要である．つまり，話し手の意図したよう
な IDと内容特徴を持つRFを，聞き手が心で構築しなければならない．以
下，名詞句の自由拡充と言われる現象をRFTで分析する．わかりやすさの
ために 2つの場合に分ける．1 .対象を聞き手は知らないと話し手が想定し
た場合，2 .対象が聞き手にとって既知だと話し手が想定した場合．8

4.2 対象が聞き手にとって未知の場合

この場合，主にRFの内容特徴が問題になる．例えば上の （12） aを聞いた
者が太郎と関係する猫を知らなかったし，太郎もそう想定する場合，「猫」

に対応するRFに自由拡充で足されたとされる内容特徴は，いかにして入る
ようになったのか．（12） について，峯島 （2013a） は下のように述べる．

［（12） a］ の発話に対する ［（12） b］ の解釈が成立する状況において，当然
のことながら花子は，〈太郎が猫を飼っている〉 ということを推論できる
立場にいなければならない．典型的には，太郎が猫を飼っているという

ことを花子はすでに知っているか，あるいは少なくとも，なにかその手
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がかりとなる情報［…］が花子の想定するコンテクストにおいて与えら

れている必要があるだろう．太郎は，花子がそのような推論を行ってく

れることを期待して，「猫」という表現を選択する．（p. 539）

太郎が猫を飼っていることを花子が知らない状況を想定しよう．話し手は，

峯島 （2013a） の言う通り，聞き手の「特定の状況で導入される対象について
推論する能力」 （p. 556） を期待できる．それは次のようなものだ．

不定名詞句や動詞を使用する時，話し手は通常，そこで導入しようと意

図している対象 （個体） についてそれがどのようなものであるのかを聞
き手がすでに知っている

3 3 3 3 3

ということを想定するわけではない．むしろ，

コンテクストにある情報，例えば話し手と聞き手が知覚的に共有してい

る状況や先行談話で与えられた情報などに基づいて，その状況で導入さ

れた対象について聞き手が適切に推論する
3 3 3 3

ことを期待する．（p. 556）

（12） aを聞いたときに 〈太郎が猫を飼っている〉 と推論することは，確信度
は高くないにしても可能だろう．RFTの分析では，聞き手の心で，〈xは猫
だ〉という内容特徴を持った ID xのファイルが作られ，そこに，ある確信
度の内容特徴〈xを太郎が飼っている〉を入れるということである．9

この推論は以下の理由から自由拡充とはみなせないため，西山峯島説はこ

の点でも破綻している．「猫」と聞いて意図された既存のRFを選ぶ （次節参
照） ことは心の理論の能力，特に話し手の情報意図を推測する能力の一部で
ある．一方，（12） aを聞いて 〈太郎が猫を飼っている〉 と推論することは，
関連性の （伝達的ではなく） 認知的原理に導かれた推論―料理好きが魚を釣
り上げたのを見たときに，その魚は食用だと推測するのと同種の推測―で，

西山峯島説の自由拡充とは異質である．表意構築の一環である自由拡充は明

示的意味の理解に含まれる一方，（12） bの推論は，それで発話の関連性は上
がったとしても，伝達が意図された表意のレベルで内容を付け足すものでは

ない．10（12） aの聞き手が，何らかの推論によってその猫は太郎が飼ってい
ると受け取ったものの，後にその猫は太郎の飼い猫ではないとわかったとし

よう．それでも聞き手は太郎に嘘を付かれたとは思わないだろう．この付け

足しは発話の真理条件に関わらないのだ．つまり，太郎がその猫を飼ってい

ることは，この場合，自由拡充ならば補われるはずの表意には含まれないの

である．

さらに西山峯島説にとって都合の悪いことに，同様の推論は叙述名詞句に
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ついても可能だ．例えば，「ティブルスがどこかへ行ってしまった」 （峯島 
2013a : 540を改変） と太郎から聞いた花子が，「ティブルスって誰？」と問
い，太郎が「ティブルスは猫だ」 （「猫」は叙述名詞句） と答えたとしよう．
そこで花子が，〈ティブルスは太郎が飼っている猫だろう〉 と推論すること
はおおいにあり得る．いなくなったことが太郎に気にされる猫は，太郎の飼

い猫である可能性が高いからだ．これも，（12） aの聞き手によるものと同種
の推論だろう．西山峯島説では，叙述名詞句に自由拡充が適用できないのだ

から，この点でもこのような推論を彼らは自由拡充とするわけにはいかな

い．勿論，（4） aの意味論的制約を撤回したとしても，推論で得た 〈太郎が
その猫を飼っている〉 ということは，この例でも上と同じ理由で表意の一部
ではないから自由拡充ではない．RFTでは，聞き手によるRFの構築・操作
において，話し手が意図した （と聞き手が受け取った） 部分と，そうでない
部分を分けることで，この区別が扱える．

4.3 対象が聞き手にとって既知の場合

聞き手の心でこれまでに使われたことのある ID （定項であれ自由変項であ
れ） のRFが問題の名詞句に対応する，と話し手が意図した場合を次に論じ
る．前節の場合と違って，RFの内容特徴だけでなく IDも問題になる．この
場合，聞き手が名詞句を理解する際，言語化された情報だけからはRFを絞
りきれないものの，関連性原理やコンテクストのために適切な IDのRFを選
べるはずだ，と話し手は想定している．言語化されていないけれども意図さ

れたRF内で喚起されている，と話し手が期待する内容特徴 （特に，言語化
された情報があてはまる他のRFにはないと期待されるもの） が，西山・峯
島が自由拡充で補われるとした概念にあたる．11例えば，（12） の「猫」とい
う言語表現だけでは，聞き手の心の他のRFにも対応する可能性があるもの
の，特定の猫のRF （ID aとする） を関連性の原理に従って聞き手は選ぶ．そ
のRFには，内容特徴 （例 〈太郎がaを飼っている〉 〈aがタマの父だ〉 〈aがい
つも玄関で寝ている〉） が，他の猫RFに入っているものも入っていないもの
も，場合によっては複数入っている．もっとも，RFは IDで区別されるた
め，原理的には他のRFと内容特徴の点で差がなくてもよい．
これらの概念は，関連性に貢献するものは何でも喚起されて意図された

RFに入るが，前節で述べた通り，話し手によって意図されたものもされて
いないものもある．話し手の心を読むことでOICしている聞き手は，喚起さ
れた内容特徴から得られる認知効果から，それが意図されたものかどうかを

（白黒はっきりとではなく濃淡をもって）区別している．尚，喚起された内
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容特徴が，表現されていない＝省略できたということは，3.1で述べたよう
に焦点ではないので，話し手の意図に反して喚起されなかったとしても，そ

のことでコミュニケーションが大きく破綻することは少ないだろう （（15） を
めぐる議論も参照）．

西山峯島説の想定する自由拡充というプロセスはこの描像になく，何が付

け足されたか決定できないという問題も，特定と拡充の順序の問題 （3.2） も
生じない．ある IDのある内容特徴 （複数のこともある） を持ったRFを，名
詞句「猫」に聞き手が対応させる，このことを聞き手が推測した話し手の意

図に従って行う，ということが名詞句使用の常態通りに起こっているだけで

ある．12発話の表意・コンテクスト的想定・推意が，全体として最適な関連

性の期待を満たすように相互調整されながら並行的に行われる （3.2） のと同
様に，IDと内容特徴の間にも推論の順序を想定する必要はない．
以上の考察から，西山峯島説で自由拡充とされる語用論的推論は，本節・

前節で論じた 2種類の異なるプロセスに対応し，どちらも彼らの考えるよう
なものではないことを主張した．尚，この 2種類は，峯島 （2013a : 541） で
言及される 2種類の推論―指示意図を伴って使用される表現の解釈の際に要
する推論と，伴わずに属性を表すために使用される表現の解釈に要する推論

―とは異なる．筆者の指摘した 2種類は，指示意図の有無による表現の区別
によるのではなく， RFの IDが既出か新規かの区別によるものだからである．
本稿の説はRFの IDと内容特徴を，西山峯島説は自由拡充で付け足される

概念を，関連性原理に従って選択する，というブラックボックスを抱えてい

ることは認めざるを得ない．この箱の中身を見るには，関連性の計算の明示

化が必要で，それを行うには知覚・注意・世界の表象・記憶・推論等々，認

知システム全体の自然科学的解明を待たなければならない．しかし，本稿の

説は，それ以外の点においては西山峯島説の経験的・概念的問題を克服し，

言語コミュニケーションの理解の深化に寄与する．

５．同様の問題がある“飽和”の分析：「名詞句1の名詞句２」

西山峯島説の問題点は，N-意味理論の意味関係タイプAの「名詞句 1の
名詞句2」の分析（西山・峯島 2006）にもあてはまる．それによると，両名
詞句の意味関係として自由変項Rがあり，それを飽和（化）によって埋める
必要があるとされる．次例を検討しよう．

（14）花子の電車が来た．［花子とどのような関係にある電車？］（p. 23）
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彼らは，この発話について，「適切な値をコンテクストから補充しないか

ぎり，意味的に不完全であり，真偽を問いうる命題を表現しない．この意味

において，飽和化のプロセスもまた，言語的に義務付けられたプロセスであ

る」 （p. 23） と述べている．レカナティ （2004 /2006 : 18） も “John’s book” とい
う表現について同様の見解を述べていて，以下の批判が等しく当てはまる．

変項Rの “飽和” には名詞句の自由拡充と同じ問題がある．「花子の電車」
という表現で，ある電車を指示することが意図されていながら，花子とその

電車の間には，花子がその電車をデザインした・所有している・運転してい

る等々多くの関係が成り立っているとしよう．「花子の電車」に関係Rとい
う変項が伴うとしたら何が値として入るのか？　Rは飽和が必要な変項で，
その値は表意の一部となるはずだ．つまり，Rの値は話し手が明示的に伝達
しようとしたことに含まれるのである．しかし，この場合にRの値が何なの
かは決め難いし，話し手が意図したものでなくても必ずしも問題なかろう．

話し手が意図した電車のRFに聞き手がアクセスする限り，真理条件が変
わったりコミュニケーションに失敗したりしないからだ．この点は，指標詞

（「彼」，「今日」等）の飽和と明確に異なる （図 1・2でも両者は区別されて
いる）．

この例の「花子の電車」の解釈においては，この表現で話し手が意図した

RFに聞き手がアクセスできさえすればよかろう．その際，名詞句 1に対応
するRF1への聞き手のアクセスが，名詞句 2に対応するRF2へのアクセス
を容易にする．名詞句 1の貢献はこのようなものと理解できる．13そのプロ

セスにおいて，アクセスを容易にしたのはRF1にあり，かつRF2の関わる
内容特徴（例えば〈花子aが電車bを所有している〉）だろう．そのような内
容特徴は 1つに決まる必要はなく，話し手と聞き手で同じものが想起され
る必要も普通はないから，表意の一部を成すとされる西山らの関係Rの値と
は異質である．

同様の批判は，「母」等の非飽和名詞 （西山 2013） のパラメータの値の補
充という飽和のプロセスにも当てはまる．一郎と次郎の母である花子の帰宅

を伝えるために一郎が次郎に「母が帰ってきた」と言った場合，「母」が花

子のRFに対応しさえすれば，パラメータである子の値 （一郎？　次郎？　
両方？）は話し手と聞き手の間で一致する必要はなく，一致しなくともコ

ミュニケーションに失敗したり真理条件が変わったりすることはなかろう．

それならこれも表意構築プロセスの一種である飽和ではないことになる．

名詞句の解釈においてどの IDのRFかだけでなくどのような内容特徴が入
るかも関与的である，ということは“飽和”の場合にも当てはまる．Wilson 
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and Sperber（2012 : 32）は，‘This is my book’ は，‘my book’ を the book I am 
thinking ofと解釈すれば真，私が書いた本などと解釈すれば偽となり得ると
述べている．この文と ‘my book’がそれぞれN-意味理論の指定文と変項名詞
句の場合 （≒My book is thisと言い換えられる場合） は，これまで通り分析
できる．既にその本 （ID x） が言及されていて，〈話し手がxについて考えて
いる〉 という内容特徴が聞き手の心のそのRFに既にあると考えられる．
一方，‘my book’ が措定文の叙述名詞句の場合 （≒上の言い換えができない

場合） はそう考えられない．Bはこの本の所有者だが著者ではないとしよう．

（15）A :（Bのポストの下に封筒が落ちているのに気づいて） What’s that?
　　 B :（本をしまいながら） Oh, this is my book.

所有と著述のどちらを ‘my book’ におけるBと本の関係性として埋めるかに
よって，発話の真偽が変わるから，関係性も表意に含まれている．RFTで
は，叙述名詞句のRFは，IDが束縛変項αで，この場合，thisのRFの ID aに
束縛 （αa） され，その内容特徴〈Bが本αaを所有している〉は，‘my book’ を
手かがりの1つとして推論される．発話全体の解釈の結果，その内容特徴を
thisに対応するRFに足すことになる．以上にRFTにとって問題となる点は
ないが，どのような場合に関係性が表意に含まれるかという記述的問題は，

おそらく前述のブラックボックスが関わるが，依然として残る．14

‘My book’ の関係性の補充は，西山・峯島の考えるような自由拡充と認め
てよいかもしれない．しかし，自由拡充できないとされた叙述名詞句で起

こっている．これが飽和だとしたら西山・峯島にとっての問題にはならない

ものの，話し手と本の関係性が表意に含まれないこともあるならば，定義上

飽和ではない．拡充内容に話し手という特定の対象が含まれていることか

ら，‘book’ のアドホック概念構築でもなかろう．結局，残るは自由拡充とな
り，彼らの説にとっては問題となる．

６．結論：認知的OICの視座

以上から，西山峯島説は維持できないことが明らかになった．（4） は，こ
れ自体は興味深い事実を捉えようとしているものの，適切な一般化を逸して

いた．名詞句の自由拡充を含む発話解釈の図式全体 （図 1・2） に根本的な問
題があることもわかった．筆者はその言語観に問題の根源があると考える．

彼らの想定する発話解釈モデル （図 1・2） において，発話解釈は言語的解
読から出発する．指示的名詞句の解釈においては，名詞句 （例「猫」） の言語
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表現のコード解読によって論理形式中の概念 （CAT） を得る．そして必要な
ら意図された指示対象以外に当てはまらなくなるまで概念を拡充して表意の

構成要素 （［太郎の飼っている］ CAT） とする．それに特定のインデクスを付
与し （［太郎の飼っている］ CATi），インデクス付きの概念が世界内の対象を

指示する （→ ）．このモデルは関連する 2つの伝統的な考えの影響下にあ
る．15 1つは，言語コミュニケーションのコードモデル，もう 1 つは，文の
意味はそれが表す思想で，それと世界との対応関係の有無によって真偽が決

まるというフレーゲ的視座である．コードモデルは関連性理論によってその

出発点において破棄され，意図明示・推論モデル （4.1参照） に取って代わら
れた．西山峯島説でも前提とされてはいない．一方，フレーゲ的視座は未だ

に健在で，名詞句レベルに適用すると，名詞句 （例 （12） の「猫」）の意義
は，世界にある指示対象 （特定の猫） に到達するために指示対象を特定でき
るほど詳細なもの （〈［太郎が飼っている］ 猫〉） でなければならない．なぜな
ら，意義からイミへの「前進」 （フレーゲ 1892 /2013） を行うために，指示
的表現は指示対象が確定できるほど豊かな意義・概念を有さなければならな

いからだ．文の意味の構成要素としてRFのような心的表示を考えず，指示
対象を概念世界にではなく外部世界にあるものとして考えているためであ

る．RFは心に留め置くことができる一方，世界の対象は毎回つかみにいか
ねばならず，つかむためには充分絞り込まれた概念が常に必要になる．名詞

句の “自由拡充” が要請されるのはこのためだが，その考えを突き詰めた結
果，隘路に陥った．

RFTはこのような視座をとらず，意図明示・推論モデルと組み合わせた
認知的視座 （4.1参照） を貫徹しようとする．意味は世界にある対象ではな
く，概念構造自体であり，名詞句 （例 （12） の「猫」） の （話し手の） 意味は聞
き手の心にあると話し手が想定したRF （特定の猫に対応するRF） だと考え
る．名詞句の表す情報は，話し手が意図したようなRFに聞き手がたどり着
くための手がかりの一部に過ぎないし，RFには IDがあるため，その指示対
象を客観的に特定できるほどの情報がRFに含まれなくてもよい （カースト
ン 2002 /2008 : 1.7.1も参照）．また，RFTは発話解釈が言語的解読から出発
するとも考えない．OICにおける発話解釈は，話し手の情報意図の認識を目
標とするトップダウン的プロセスである．名詞句（例 （12） の「猫」） の，話
し手の意図した指示対象のRFが既に聞き手の心にある場合，それにアクセ
スできさえすれば，名詞句の表現がコード化する概念が当てはまる指示対象

の集合から指示対象を1つに絞り込むプロセスを経由する必要はなく，“自
由拡充” という概念の付け足し （〈猫〉 ＋ ［太郎が飼っている］） を行う必要は
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多くの場合にない．こう考えることで，西山峯島説の自由拡充にまつわる問

題は解消した．

以上のRFTの考えでは，例えば （14） の「花子の電車」の明示的意味は，
話し手が意図した電車に対応するRFで，花子と電車の間の具体的関係は多
くの場合に含まれない．それでは文の発話の意味に不足があると思われるか

もしれないが，意図明示・推論モデルと組み合わせた認知的視座をとるRFT
の立場では，それで問題ない．文の発話の意味は第一義的にはそれが表す思

想や命題ではなく，話し手がそれを発話することで意図した聞き手の心的状

態の操作だと考えるからである．したがって，「花子の電車」によって意図

された ID・内容特徴などのRFに聞き手がアクセスできれば充分で，決定不
可能な特定の関係を無理に意味に含める必要はない．この点は，標準的な関

連性理論やそれを語用論として基本的に採用するN-意味理論とRFTが決定
的に異なる部分である．この相違は言語観の違いに帰着する．言語は数式の

ように思想や命題をコード化するものだとするフレーゲ的視座と，言語は

OICを強化するもので，話し手にとっては聞き手の心的状態を操作するため
のものだとする認知的OICの視座の違いである．本稿はこの言語観の対立に
関して後者の立場を支持し，RFという認知的概念の必要性と有用性を訴え
るものである．

注

*本稿の主要な部分は第52回日本科学哲学会で発表された．本研究は科学研究費
（課題番号：17K17842，22K00553） の助成を受けて行われている．
 1．西山・峯島は大部分日本語の例文を挙げるが，彼らの英語論文では例文が英
語であることから，自説が日本語以外にも当てはまると考えていることは明ら

かである．本稿も同じ仮定の下で論述する．

 2．ただし，主語名詞句が高階の変項名詞句である場合 （本稿では扱っていない），
述語名詞句は指示的ではない （詳しくは，峯島 2013b参照）．

 3．変項名詞句 （指示的でないとされる） にも同様の議論が当てはまる．
 4．筆者の枠組みでは，指示対象ではなくそれに対応する心的表象，すなわち
ジャッケンドフ （2012 /2019） の指示参照ファイル （本稿 4節参照）．後の文の
「指示対象」も同様．

 5．この順序は論理的順番であって，言語運用の順番ではない （峯島宏次，p.c.） と
のことである．しかし，運用の順序と異なる論理的順序を想定する運用のモデ

ルには問題があるだろう．この点について，次の議論から示唆を受けた．

ジャッケンドフ （2002 /2006 : 7.1） は，主流派生成文法の言語能力の理論の論理
的方向 （統語論→音韻論と意味論） と，実際の言語運用 （産出：意味論→統語論
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→音韻論，理解：音韻論→統語論→意味論）の方向の間に齟齬がある，と同様

の批判をしている．筆者がここで問題としているのは，言語運用のモデルと言

語運用の間の齟齬だから，問題はより深刻である．

 6．量化表現の領域の限定 （例 every bottle ［I just bought］） をどう捉えるかという
問題について，言語表現が省略されているとするアプローチにとっても，具体

的にどのような表現が省略されたのかが決め難い，という同様の問題があるこ

とがStanley and Szabó （2000 : 237） において指摘されている．
 7．西山峯島説を突き詰めると，「彼」「あれ」のような代名詞にも全く同じ問題
が生じるのではないか．

 8．RFはワーキングメモリに都度作られるものだから，RFや内容特徴が心に既に
あるというのはときに不正確である．本稿の議論では長期記憶とワーキングメ

モリの区別は議論に影響しないため，便宜的に両者を区別しない言い方をする

ことがある．

 9．たとえ太郎の飼い猫が他にいなかったとしても，〈xが太郎の飼い猫だ〉 がRF
に入ったことで，聞き手が名詞句の指示対象を同定できた （IDが定項になっ
た） わけではない （山泉 2022等を参照）．尚，RFの IDが自由変項でも，RFが
元から聞き手の心にあった場合，例えば未解決事件の犯人を捜しているような

場合には，次節の説明があてはまる． 
10．発話において言語化されず，聞き手が推論した概念的内容が表意となること
をRFTが認めていないわけではない．（15） をめぐる議論を参照．

11．本節の議論は，量化子を伴う名詞句を含む発話についても当てはまる．量化
された名詞句にも対応するRFがあるからである．（8） の「全ての小説」「全て
のエッセイ」は，それぞれ，村上春樹がこれまでに書いた全ての小説と，村上

春樹がこれまでに書いた全てのエッセイのRFに対応する．詳細は，RFTにお
ける量化の扱いを紹介する余裕がないため割愛する．

12．RFの ID・内容特徴だけでなく，それが誰の心のどの世界のどの様相にあると
想定されるか （位置付け） も話し手の意図を推論する必要がある．

13．この考えは名詞句1の表す概念が名詞句 2の表す概念への参照点として機能す
るという認知文法に基づく説 （cf. 氏家・田中 2021） と整合的である．

14．定項の IDの場合でさえ，IDを間違えていなければ，コミュニケーションに支
障がないというのは言い過ぎである．例えば，俳優時代のゼレンスキーしか知

らない人と，ウクライナ大統領時代の彼しか知らない人の間で，喚起される内

容特徴が大きく異なるため，彼についての話があまりに嚙み合わず，別人を思

い浮かべているのかと思ってしまうようなことは大いにあり得る． 
15．西山・峯島が以下の考えに明示的に賛同しているわけではない．
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